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武蔵野大学 

武蔵野大学のフィールド・スタディーズ 

－この5年間をジャンプ台として－ 

武蔵野大学 

発表者 山田 均 

 

１ はじめに 

 

武蔵野大学は約100年の歴史を持つ浄土真宗本願寺派の宗門校で、11学部19学科よりなる総合大学です。

学生数は約1万人で、東京都江東区有明に本部を置く中規模の大学です。本学のフィールド・スタディ

ーズの大きな特徴は、第一に全学的な必修科目であり、卒業要件であるということ、第二にフィール

ド・スタディーズが本学の建学の理念に大きくかかわっていることです。本日はこの2点と、今後この

5年間の経験をジャンプ台としてどのような科目としていくのかについてお話をしようと思います。 

 

2 必修科目にすることと建学の理念 

 

1年生は基本的に全学部全学科でフィールド・スタディーズを必修科目にしています。これはこの先ど

のような学問体系を学んで、どのような能力を身に着けた人材になろうとも、本学の学生としての世

界観を身に着けてもらい、それを土台として人生を構築していってもらいたいという願いを表してい

るものです。その土台としての世界観とは何かというと、この世界がたくさんの人の結びつき、支え

あいによって存続しているという「ご縁」の世界だということ、その中で私たち自身の存在がたくさ

んの他者からの「ご恩」を受けてここにあること、そして私たちはそうした他者のご恩に対して「報

いる」という気持ちを持たねばならないことです。これは本学の建学理念である仏教精神に直結する

ものです。これが大学での学問の基礎工事であり、なぜ学ぶのかという問いに対して明確に答える重

要性をもっているという信念が、本学が毎年2000人を越える学生に100近くのプログラムを提供すると

いう大きなコストをはらっている理由だということをお伝えしたいと思います。 

 

3 5年間をジャンプ台にして 

 

5年間をジャンプ台にしてと申しましたが、本学のフィールド・スタディーズは2011年の東日本大震災

に際してのボランティア活動を源流としておりますから、今年で10年目ということになります。幸い

にして学内学外の多くの方々のご尽力をいただくことができ、参加者数やプログラム数など数字は順

調に発展してくることができました。これからはこれまでの歴史を単に繰り返していくのではなく、

ジャンプ台にしてより高く跳んでいかねばならないと考えています。「ご縁」の世界はグローバル化

の中で世界の隅々まで広がっています。日常生活の中の小さなモノにも遠くの人の手がかかわってい

ます。そのことに気づき、遠く離れて暮らす人の幸せに思い至れるような人材を養成できるような、

気づきのプログラムを実施していくこと。また、受け入れ先の役所や機関などにお世話になるだけで

はなく、お役に立てるようなプログラムを作っていくこと。また、学外学修の学びで得たことを文章

や口頭発表、映像など様々な形で表現していくことができるのも大切なことだと考えております。プ

ログラムの充実、学外の方々との互恵的な連携、学びを表現する技術の養成をどれ一つとしておざな

りにすることなく目指していくことが今後の課題であろうと考えております。 

テーマV 

山梨学院短期大学 

学内外の協働で育む学生の財産
学校名 山梨学院短期大学 

発表者 羽畑 祐吾 

１ はじめに

本事業では、ディプロマ・ポリシーを つの要素「専門的知識Professional Knowledge」「専門的実践

力Professional Performance」「総合的人間力Total Abilities」で捉え直し、「学修成果を学内・学外の両

輪で評価する仕組み」、「学修成果を目に見える形で社会に提示していく仕組み」を開発・整備し、

これらをいかして、「学生の主体的な学びの促進や学修時間の増加等、教育活動の改善」を図った。

これらの取組を、短期大学での学びが卒業生の「財産」となることを願ってPROPERTIES（ つの要素

の英語表記から一部をとったもの）と呼び、「卒業時における質保証」の強化を目指した。 

２ 取組の成果

（１）学修成果（ディプロマ・ポリシー）を 要素で概念化

ディプロマ・ポリシーを、 つの要素「専門的知識」「専門

的実践力」「総合的人間力」で概念化したことにより、「学

外と共有しうる明確な評価視点」を設定できた。これは、卒

業時に学生に確実に身に付けさせたい力が何であるかについ

て、社会に、明確かつ簡潔に発信することにつながった。

（２）学修成果を学内・学外の両輪で評価する仕組みづくり

つの要素「専門的知識」「専門的実践力」「総合的人間力」それぞれについて、内部評価と外部評

価（「専門的知識外部試験」「専門的実践力外部試験」「ボランティア・パスポート」）の仕組みを

整えた。外部評価を通して、学生・教職員ともに、学修成果を一層客観的に把握することができた。

（３）主体的な学びの促進や学修時間の増加等、教育活動の改善

「学修支援システム 」の構築とタブレット端末の貸与を行った。主体的な学

びを実現するためにはそれを支援するのに充分な環境が必要である。タブレット端末は、限定された

教室空間から学生を開放するためのツールとなった。本事業を通して授業外学修時間が増加したこと

も、自ら学ぶ姿勢の定着を表していると考える。

（４）学修成果を目に見える形で社会に提示していく仕組みづくり

「学修成果レーダーチャート（学修成果証明書）」の開発を行い、 年間の学修成果を社会に提示す

る仕組みを整えた。「学修成果レーダーチャート（学修成果証明書）」を受け取った就職先からは「当

該学生が短大 年間で学んだ学修成果の情報を客観的に得られた」「採用してからの資質向上のアドバ

イスを行うときなどにも参考にしている」等の意見をもらった。学生にとっても、自身が 年間でどの

ような学修を行ったのか、学びを実感できる資料となった。

３ まとめ

食物栄養科、保育科からなる本学は、栄養士、製菓衛生師、保育士、幼稚園教諭等、「食と健康」

「教育と児童福祉」の分野で「社会に貢献する」専門職の養成に努め、その充実のため数多くの教育

改革に取り組んできた。本事業もそうした教育改革の一環として位置づくものであり、とりわけ、

PROPERTIESは「卒業時における質保証」を重視し、学外助言評価委員会の協力を得ながら、「専門

職として真に社会に貢献しうる力を卒業時に学生が確実に身に付ける」ことを目指した。教育の中身

や学生の学修成果をありのままに社会に提示し助言・評価を受けることは、勇気のいることであった

が、学生も教職員も自信や励ましを得るとともに、指摘された課題の克服に向けて向上心を一層強く

することができた。今後も本学は社会と密接につながり、よりよい教育の実現を目指していきたい。
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